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①
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
２
回
の
講
習
会
の
目
的

と
状
況
は
。

②
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
ゴ
ミ
減

量
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

取
り
組
も
う
と
考
え
る
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
は
。

　

物
価
高
騰
で
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
低
所
得
世
帯
へ
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
さ

ら
な
る
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な

い
。

　

事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
知
事
や
県
議
会
へ
の
要
望
活

動
、内
閣
府
相
談
会
に
お
い
て
も
、

「
地
域
共
生
社
会
」
推
進
の
取
り

組
み
の
一
助
で
あ
る
旨
の
説
明
を

し
た
。

　

今
後
、
国
の
交
付
金
の
獲
得
を

目
指
し
て
い
く
予
定
。
社
会
福
祉

協
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
予
算

計
上
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
含
め
、
現

在
調
整
中
。

①
目
的
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
で

資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
を

学
び
、
家
庭
ご
み
減
量
の
実
践
に

つ
な
げ
る
。
２
回
と
も
20
人
以
上

が
参
加
。
地
球
温
暖
化
や
ご
み
と

自
然
環
境
に
関
わ
る
講
義
を
聞
い

た
後
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

作
成
し
土
が
生
ご
み
を
堆
肥
化
す

る
仕
組
み
を
学
ん
だ
。

②
講
習
会
を
継
続
し
、
ま
た
家
庭

の
コ
ン
ポ
ス
ト
で
作
っ
た
堆
肥
を

使
っ
た
野
菜
作
り
講
習
会
を
実
施

し
、
情
報
を
共
有
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
こ
と
で
持
続
的
な
ご
み

減
量
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

　

対
象
者
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。

　

新
し
く
巡
回
車
を
設
置
す
る

よ
り
も
、
さ
ら
に「
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
」
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組

み
た
い
。

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
見
守

り
・
経
済
的
支
援
や
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
定
期
的
な
お

む
つ
の
宅
配
は
考
え
て
い
な
い
。

①
来
庁
者
対
応
の
１
日
平
均
件
数

は
９
月
29
件
・
10
月
21
件
・
11
月

20
件
。
そ
の
内
本
庁
舎
に
案
内
す

る
場
合
が
概
ね
月
に
１
回
。

②
職
員
は
７
名
で
問
題
は
な
い
。

③
で
き
る
限
り
の
支
所
窓
口
で
の

完
結
や
、
的
確
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
の
本
庁
と
支
所
の
連

携
。

④
１
階
は
３
団
体
の
事
務
所
や
相

談
・
確
定
申
告
会
場
と
し
て
活
用
。

　

２
階
は
、多
目
的
ル
ー
ム
・
サ
ー

ク
ル
室
３
部
屋
を
整
備
し
、
町
文

化
協
会
に
管
理
を
お
願
い
す
る
予

定
。

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
秦
荘
支
所
長
）

問

答答

答

答

答答

答

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

冷
暖
房
費
の
補
助

秦
荘
支
所
に
つ
い
て

見
守
り
お
む
つ
宅
配
便

２
０
２
５
年
問
題
と

　
　
　
　
　
　
交
通
手
段

あ
な
た
の
一
日

　
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

近
江
鉄
道
の
定
期
代
補
助

来年度からの事業実施に向けて
進捗と見通しは

Q

要望活動を行いヒアリングを受け、
現在調整中

A

あなたの１日
プロデュース事業

職
業
訓
練
に
通
っ
て
い
る

方
に
も
、
近
江
鉄
道
と
路

線
バ
ス
の
通
学
定
期
券
購
入
補
助

金
事
業
の
対
象
者
に
加
え
る
こ
と

を
求
め
る
。

高
齢
者
・
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
冷
暖
房
費
補
助
の
実

施
を
求
め
る
。

来
年
度
か
ら
の
事
業
実
施

に
向
け
て
、
進
捗
と
見
通

し
は
。

９
月
17
日
か
ら
愛
知
川
が

本
庁
舎
、
秦
荘
が
支
所
に

な
っ
た
。

①
支
所
に
来
た
全
て
の
方
が
支
所

２
０
２
５
年
に
は
、
国
民

の
５
人
に
１
人
が
後
期

高
齢
者
の
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
。２
０
２
５
年
問
題
を
控
え
て
、

安
い
値
段
で
乗
れ
る
町
内
巡
回
自

動
車
の
設
置
を
求
め
る
。

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
家
庭

に
月
一
回
無
償
で
お
む

つ
を
宅
配
し
子
育
て
の
相
談
を
受

け
、
子
育
て
家
庭
を
見
守
る
「
お

む
つ
宅
配
便
」
事
業
の
実
施
を
求

め
る
。

問

問問

問 問問

瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

秦荘支所（仮設）

職員定数の見直しは何を
基準に増員するのか

課内の朝礼の様子
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今
回
、
24
名
の
増
員
は
部

局
単
位
に
大
枠
で
示
し
て

あ
る
が
、
定
年
退
職
に
か
か
わ
る

新
規
採
用
や
期
間
が
決
ま
っ
て
い

て
発
生
す
る
一
過
性
の
業
務
な
ど

は
、
定
数
の
算
定
の
対
象
か
ら
除

く
べ
き
と
考
え
る
が
そ
の
点
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

職
員
定
数
の
数
を
算
出
す

る
根
拠
は
何
か
。

現
在
の
町
の
職
員
定
数
の

算
出
の
考
え
方
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　

職
員
定
数
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
必
要
な
人
員
を
確
保

す
る
た
め
の
基
準
で
あ
り
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
だ
。

　

そ
の
た
め
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
単
に
各
部
署
の
積
み
上
げ
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

組
織
全
体
の
重
要
戦
略
や
各
種
政

策
に
よ
る
業
務
内
容
の
質
や
量
、

さ
ら
に
は
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
や
、
社
会
情
勢
の

　

今
年
度
、
各
課
の
所
掌
事
務
を

執
行
す
る
の
に
必
要
と
見
込
ん
で
、

組
織
全
体
の
い
る
人
数
は
１
９
５

人
で
あ
る
。

　
現
在
の
職
員
定
数
は
１
９
６
人

で
あ
り
、
予
備
人
員
が
１
名
し
か

余
裕
が
な
く
来
年
度
以
降
の
業
務

量
等
に
よ
る
必
要
数
に
見
合
う
よ

う
上
程
す
る
も
の
で
あ
る

　
増
員
す
る
人
員
は
、
合
計
24
名

で
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

　
議
会
事
務
局　
　
　
増
員
な
し

　
町
長
部
局　
　
　
　
19
名
増
員

　
教
育
委
員
会
部
局　
５
名
増
員

　

定
年
退
職
に
よ
る
新
規
採
用
に

か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
段
階
的
に
退
職
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
退
職
者
を
補
充
す
る
た
め
の

も
の
と
併
せ
て
年
齢
構
成
の
偏
り

や
事
務
の
継
続
性
の
確
保
に
影
響

が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
、
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
な
ど
一
過
性
の
業
務
に
つ
い
て

も
す
べ
て
が
対
象
と
し
て
い
る
わ

け
で
な
く
他
に
増
加
す
る
業
務
な

ど
も
含
め
て
算
定
し
て
い
る
。

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

問

問

問答

答

答

的確な業務執行を図るための
職員定数は

Q

幹部職員と担当課長とのヒアリングおよび
環境を取り巻く情勢で総合判断

A外川　善正外川　善正 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

　

適
正
な
定
数
の
算
定
に
つ
い
て

は
個
別
の
事
務
単
位
ご
と
に
事
務

量
を
測
定
し
、
積
み
上
げ
て
算
定

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
コ
ス
ト

が
か
か
る
こ
と
か
ら
本
町
で
は
採

用
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
ほ
か
に
代
表
的
な
も
の
と

し
て
類
似
団
体
と
の
比
較
に
よ
る

方
法
も
あ
る
が
異
な
る
地
域
事
情

等
を
詳
細
に
反
映
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
定
員
の
考
え
に
つ
い
て

は
、
明
確
な
適
正
定
員
を
算
定
す

る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
部

分
が
あ
る
が
、
類
似
団
体
と
の
比

較
か
ら
お
お
よ
そ
の
適
正
人
員
を

算
定
し
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
人
員
配
置
を
ベ
ー
ス
に
所

属
ご
と
に
職
員
幹
部
と
担
当
課
長

と
の
間
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

必
要
人
員
数
を
検
討
し
て
、
町
長

に
承
認
し
て
い
た
だ
き
算
出
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
職
員
定
数
に
は
余
剰
人

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
も
勘

案
し
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

員
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
自
然
災
害
や
感

染
症
の
流
行
な
ど
の
突
発
的
な
事

態
や
緊
急
対
応
に
備
え
る
た
め
、

人
員
の
上
限
に
少
し
ゆ
と
り
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
回
の
定
数
の
考
え
方
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。

で
用
事
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
た

の
か
、
あ
る
い
は
本
庁
舎
に
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
。

②
支
所
の
職
員
の
配
置
は
何
人
か
。

適
切
な
人
数
か
。

③
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

④
建
物
内
の
支
所
以
外
の
ス
ペ
ー

ス
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
の
方
法

は
。


